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１．これまでの経緯
 ■2016年、2017年（平成28年、平成29年）

 第５次伊根町総合計画及び「海の京都」事業の推進にあたり、「海の京都」伊根町実
践推進会議での議論を踏まえ、交流人口の増加を図るとともに、住民の憩いの場所と
なることを目的に施設整備を行った。

 ■2017年4月（平成29年）～現在

 公設民営の施設として、施設建設は町が行い、運営は指定管理者による包括的な管理
によって、施設を活用して収益事業を実施し、民間による“稼ぐ力”を育てるとともに、
ゆっくり観光の拠点施設として営業開始。

 指定管理者 株式会社舟屋日和（町内事業者）

 指定管理期間 令和4年4月～令和9年3月



２．施設の立地状況

伊根町観光交流施設（舟屋日和）



３．施設の概要①
 ■所在地：京都府与謝郡伊根町字平田小字網場ヶ崎593番1 他
 ■目 的：交流施設は、舟屋の景観を生かし、本町の住民及び外来者に対し憩いの場を

      提供するとともに、観光振興と併せて地域の振興と発展を図る
 ■施設概要：敷地面積 1,437.45㎡
 【建物概要】
  レストラン棟55.26㎡、カフェ・物販棟79.15㎡、インフォメーション棟142.17㎡、

  交流体験棟99.76㎡、展示棟118.85㎡
 【附帯施設】

     ○護岸
  ○駐車場（普通車５台）※管理用区画のみ。来場者用の駐車場はありません。

  ○係船施設



３．施設の概要②
 ①レストラン棟

 ②カフェ・物販棟

 ③インフォメーション棟

 ④交流体験棟

 ⑤展示棟

①レストラン棟

③インフォメーション棟

④交流体験棟

②カフェ・物販棟
⑤展示棟



３．施設の概要③

レストラン棟 １F 交流体験棟 １Ｆ 展示棟 １Ｆ

展示棟 ２Ｆ インフォメーション棟 １Ｆ カフェ・物販棟 ２Ｆ



４．施設の運営状況①
■これまでの入込客数をみると、2017年度～2021年度は4万前後で推移していたが、2022年度以降は増
加し続けている。

■売上額も増加しており、2022年度には1億円を超え、直近の2025年度は、2億円を超えている。



４．施設の運営状況②
 ■5月と7月から11月にかけて入込客数が多くなります。特に8月は8,000人を超える年
もあり、夏季・秋季の観光需要が非常に高いです。



４．施設の運営状況③
 ■入込客数と同様に5月と7月から11月が多くなります。観光客の訪問数に大きく依存
しています。


